
番号 図面ＮＯ 仕様書

1 建築-15

2 建築-14

3 電気-09,13

4 建築-24

5 電気-6

機械-5

サイズ100φ、基礎厚は400となります。

既設のままでよろしいです。

透明色としてください。

WCに移設とお考えください。（別添参照）

建築図面を正としてください。

質　　疑　　事　　項 御　　　回　　　答

本工事とお考えください。

質疑回答書

工事名　たつみ幼稚園 こども園化に伴う改修工事

平面詳細図1（改修後）の調理室に「※厨房機器は別途工事による」と

ありますが、厨房機器は別途と考えて宜しいでしょうか。

WWCの手摺・紙巻器が仮撤去となっていますが、どこに移設するの

でしょうか。WC(既存)のﾀｵﾙ掛けについても、仮撤去となっていますが、

移設先をご教授ください。

また、ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板ｔ４のﾌｨﾙﾑは飛散防止ﾌｨﾙﾑでよろしいでしょうか。

基礎ｺｱ抜きについて、ｻｲｽﾞ・既設基礎厚等詳細をお知らせください。

建築-23図より吹抜部分は改修範囲外となっておりますが電気図面では

吹抜部分の撤去再取付の記載があります。こちら建築図面を正として

よろしいでしょうか。また、建築-23図より吹抜部分は改修範囲外となった

場合、吹抜部分のﾌﾞﾗｹｯﾄ・間接照明も既設のままでよろしいでしょうか。

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板ｔ４について、ｶﾗｰは透明色でよろしいでしょうか。



番号 図面ＮＯ 仕様書

6 建築-14,16

7 建築-6,23

8 建築-8

9 建築-24

10 建築-31

11 建築-24

12 建築-06

建築-30,31

13 建築-27

再利用とお考え下さい。

植栽周囲となります。（別添参照）

南側1か所のみ調乳室及び洗濯コーナーの収納棚に

よろしいです。

コンクリートかなごて仕上としてください。

添付いたします。

天井伏図を正としてください。

間仕切壁部分は曲面、建具部分は多角形とお考え

ください

質　　疑　　事　　項 御　　　回　　　答

よろしいです。既設間仕切壁について、すべてRC造という認識でよろしいでしょうか。

検収室の天井仕上について、建築-06ではｹｲｶﾙ板ｔ6.0+EPGとなって

いますが、建築-23ではﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽとなっています。どちらが正でしょうか。

ほふく室、保育室、WCの間仕切壁に曲面がありますが、多角形と考えて

宜しいでしょうか。

LSD-1のｴﾝｼﾞﾝ装置について、ﾅﾌﾞｺﾄﾞｱ製で見込んでよろしいでしょうか。

北側ｺﾞﾐ置場床及び犬走の仕上げは何でしょうか。

建具ｷｰﾌﾟﾗﾝがありませんが、いただけますでしょうか。

外部床ﾋﾟﾝｺﾛについて、建築-06にはﾋﾟﾝｺﾛ一部撤去新設とありますが、

建築-30,31にはﾋﾟﾝｺﾛの凡例がありません。ﾋﾟﾝｺﾛは境界部見切と考えて

よろしいでしょうか。

F-3(b) 控室1の棚について、南北2ヶ所の棚が描画されていますが、仮撤去

復旧とするのは南1ヶ所のみでよろしいでしょうか。



番号 図面ＮＯ 仕様書

14 建築-06

建築-07,08

建築-14,15

15 建築-15

建築-25

16 建築-20

17 建築-14,15 職員室南側の木建について、建築-14では撤去となっており、建築-15,28

建築-28

建築-24

質　　疑　　事　　項 御　　　回　　　答

ﾎｰﾙ南側の床仕上げについて、建築-07,08では改修範囲になっていませんが、 ホール南側の床は改修範囲外です。

建築-06・14,15ではﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ撤去・ﾀｲﾙ新設となっています。 建築07,08を正としてください。

どちらが正でしょうか。

前項質疑14に関連して、床見切3について、設置個所はﾎｰﾙ南側のﾀｲﾙ新設 床見切り3は設置なしとしてください。

範囲かと思いますが、ﾀｲﾙ新設をしない場合は床見切3の設置個所はなしと

考えてよろしいでしょうか。

医務室上部の壁について、建築-20では医務室ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ上部に壁仕上の Bの状態が正です。

凡例がありますが、これは下記A・Bのうちどちらの状態でしょうか。

　※西側から東側を見ている状態

ません。また、建築-15に図示があるｶｳﾝﾀｰ東側の引戸も姿図がありません。

建具表へ該当建具を追加していただけますでしょうか。

職員室南側の建具は既設のままとしてください。

ではｶｳﾝﾀｰ上部に窓がついていますが、この窓の姿図が建築-24建具表にあり



番号 図面ＮＯ 仕様書

18

19 建築-09

建築-10

20 建築-10

21 建築-09

建築-10

建築-24

質　　疑　　事　　項 御　　　回　　　答

ｱｽﾍﾞｽﾄについて、調査費用は見込んでおりますが、万が一ｱｽﾍﾞｽﾄ処理が R1年竣工物件のため、アスベストの含有はないと

発生した場合、処理費用については別途清算でよろしいでしょうか。 考えておりますが、処理費用については別途精算と

してください。

建築-09ではﾎｰﾙ南側の建具・壁・手摺が撤去となっていますが、建築-10 既設のままとしてください。

では該当部分が新設になっていません。既設のままという認識でよろしい

でしょうか。

北側の庇について、B4の引出線が建具のすぐ上部となっていますが、 扉上部の庇Bは誤記のため、なしと考えください。

該当部分は既製ｱﾙﾐ庇(ｱﾙﾌｨﾝ:AD-R同等品)と二重に庇を設置するという

ことでしょうか。その場合、B4庇の寸法をお知らせください。

北面の建具について、建築-09と建築-10ではﾎｰﾙ出入口・職員室窓の形状が 既設のままとしてください。

異なっていますが、該当建具は建具表に記載がありません。既設ママと

いう認識でよろしいでしょうか。

また、吹抜部分の窓が一か所増えていますが、吹抜は改修範囲外のため 既設のままとしてください。

既設ママという認識でよろしいでしょうか。


